
外来・在宅医療提供体制に係る調査の実施について 

１ 背景・経緯 

・県による「鳥取県外来医療計画（令和 2 年 4 月策定）」の策定過程において、令和元年度に開催され

た本協議会において、計画策定にあたっては数値など表面的な見方ではなく、地域特性や今後の診

療所の存続など将来動向も踏まえた検討が必要とのご意見をいただいた。

・また、東部圏域の病床機能や病床数を検討する上で、患者の退院後の受け皿について、現状と将来

動向を把握することが必要となっている。

・国は第８次医療計画の令和６年度の開始に向けて、令和５年度には第８次医療計画策定作業に入る。

・外来医療計画も第８次医療計画の策定に併せて見直し検討が行われる。

２ 想定される設問（案） 

（１）外来医療について 

➀従事する医師（スタッフ）数・年代、➁延べ患者数、➂2030 年時点での存続見込

※次の項目は別の手法において把握が可能であるため調査項目の対象外とする。

〔予防接種、検診事業の医療機関登録など〕 

・予防接種の実施状況

・がん検診の実施状況（胃内視鏡検査）

〔外来医療計画による報告など〕 

・医療機器の配置状況（ＣＴ、ＭＲＩ、ＰＥＴ、マンモグラフィ、放射線治療機器）

・透析医療の実施状況、外来での化学療法等の実施状況

（２）在宅医療の実施の有無について（現在と将来の動向）

➀在宅医療の現在の実施有無、➁2030 年時点での実施見込、➂在宅医療推進の課題

（３）在宅医療の実施体制、取組状況について（現在実施している取組状況）

➀従事する職員数、➁従事する医師年齢、➂訪問診療の状況（患者数、訪問回数、移動距離等）、④

対応している医療処置、⑤対応している疾患、⑥緊急時の対応（休日、夜間等）、⑦病院との連携（後

方病床、退院カンファレンス）

◆「外来・在宅医療提供体制に係る調査票」（案）は「別紙３」のとおり 

３ 対象、実施時期、方法（案） 

（１） 調査対象：東部圏域全医療機関 

（２） 実施時期：１１月以降調査開始し年内に回答期限で依頼 

（３） 実施方法：医師会を通じてメール、FAX で案内し、電子申請、FAX により回答 

対象、実施時期、方法等についてご意見いただき反映したうえで、本調査を早急に実施し、次回以

降の協議会にて調査結果を共有し、東部圏域の外来医療等の課題問題点を確認していきたい。 
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